
会社説明資料 



2020年3月期 決算の概要 

1 

906,742  914,777  
950,766  950,700  

975,354  

636,146  642,191  639,843  637,295  638,076  

70.15 70.20 
67.29 67.03 65.41 

0

20

40

60

80

100

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

2016年3月 2017年3月 2018年3月 2019年3月 2020年3月 
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預金等残高の推移 

（百万円） （％） 

地域に密着した営業活動を展開した結果、預金等の残高は前期末比２４６億円増加して９，７５３億円となりました。 

  預金等残高 うち個人預金残高 

2020年3月期 975,354  638,076 

2019年3月期 950,700  637,295 

2018年3月期 950,766 639,843 

2017年3月期 914,777 642,191 

2016年3月期 906,742 636,146 

（百万円） 

1.預金等 
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（百万円） 

高知県  81.14% 

愛媛県 5.62%  

徳島県 4.78%  

香川県 1.26%  

その他 7.18%  

個人 72.51%

（5,739億円）

一般法人 
21.28% 

高知県内 
預金等残高 
7,914億円 

地域別預金等残高 

預金等残高 
9,753億円 

預金等残高に占める地元預金 

預金等残高９，７５３億円のうち高知県内の預金等残高は７，９１４億円で、預金全体の ８１．１４％を占め、 

また、高知県内の預金等残高のうち７２．５１％は個人のお客さまの預金となっております。 

金融機関 
・政府公金 

6.19% 
  預金等残高 

うち高知県内 
預金等残高 

2020年3月期 975,354 791,463 

2019年3月期 950,700 779,692 

2018年3月期 950,766 768,538 

2017年3月期 914,777 761,854 

2016年3月期 906,742 757,594 

うち高知県内預金等残高 
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貸出金残高の推移 

地域の中小企業を中心とする事業資金の需要に積極的にお応えするなど、貸出金の増強に努めた結果、 

貸出金残高は前期末比１６２億円増加して７，１４６億円となりました。 

  貸出金残高 
うち個人ローン 

残高 

2020年3月期 714.678 115,058 

2019年3月期 698,420 113,510 

2018年3月期 695,143 110,136 

2017年3月期 688,750 106,991 

2016年3月期 682,320 103,697 

貸出金残高は９年連続して増加 

２.貸出金 
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中小企業等に対する貸出金残高 
貸出金に占める比率 （百万円） （％） 

中小企業等に対する貸出金 

中小企業の皆さまに対する貸出金残高は、前期末比２１１億円増加して５，５５９億円となりました。 

なお、中小企業や個人のお客さま向けの貸出金残高は、貸出金の７７．７９％を占めております。 

貸出先件数 

貸出金残高 

大企業その他 
22.20% （残高） 

中小企業等 
（中小企業、自営業、個人） 

77.79% （残高） 

中小企業等 
（中小企業、自営業、個人） 

99.62%（件数） 

大企業その他 
0.37% （件数） 
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貸出金残高７，１４６億円のうち高知県内向け貸出金は４，７３８億円で、当行の貸出金全体の６６．２９％を占め、  

また、高知県内向け貸出金のうち７８．５１％は中小企業や個人のお客さま向けのご融資となっております。 

  貸出金残高 
うち高知県内 
貸出金残高 

2020年3月期 714,678 473,808 

2019年3月期 698,420 468,879 

2018年3月期 695,143 462,673 

2017年3月期 688,750 457,739 

2016年3月期 682,320 460,733 

（百万円） 

貸出金残高に占める地元貸出金 

高知県 66.29% 

愛媛県 10.49%  

徳島県 3.47%  

香川県 2.59%  

その他 17.13%  

中小企業等（中小企業、自営業、個人） 

78.51%（3,719億円） 

大企業その他 
   21.48% 

うち高知県内貸出金残高 

高知県内 
貸出金残高 
4,738億円 

地域別貸出金残高 

貸出金残高 
7,146億円 
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預り資産の推移 

71,273 

77,934 76,658 

（百万円） 
(販売累計額) 

 

73,973 

  投資信託 
生保窓販 

（販売累計額） 
国 債 合 計 

2020年3月期 25,006 44,340 1,927 71,273 

2019年3月期 31,274 41,380 2,043 74,697 

2018年3月期 37,336 37,202 2,120 76,658 

2017月3月期 41,840 32,835 3,259 77,934 

2016年3月期 44,211 25,833 3,929 73,973 

（百万円） 

  預金等残高 預り資産残高 合 計 

2020年3月期 975,354 71,273 1,046,627 

2019年3月期 950,700 74,697 1,025,397 

2018年3月期 950,766 76,658 1,027,424 

2017年3月期 914,777 77,934 992,711 

2016年3月期 906,742 73,973 980,715 

預金・預り資産の合計 

（百万円） 

預り資産の残高は前期末比 ３４億円減少して７１２億円となりました。 

また、預金・預り資産の合計は１兆４６６億円となり、３年連続して１兆円を超過いたしました。 

74,697 

３.預り資産 
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有価証券残高の推移 

 

（百万円） 

有価証券残高は、前期末比４５億円減少して２，９９７億円となりました。 

また、有価証券の評価損益は、前期末より６８億８７百万円減少して１４億９０百万円の評価益となりました。 
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４.有価証券 

304,272 
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コア業務純益・経常利益・当期純利益 

地域に密着した営業活動を展開し、業績の向上と経営体質の改善強化に努めた結果、コア業務純益は２２億 

３５百万円、経常利益は２３億２４百万円、当期純利益は１２億５８百万円となりました。 

５.損益状況 
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従業員数 店舗数 

※ 従業員数は就業人員数であり、嘱託および臨時従業員を含んでおりません。 
※ 店舗数72店舗のうち、「県庁支店」と「須崎支店」はブランチ・イン・ブランチ方式で営業しております。 

2020年3月期 決算の概要 

経  費 

従業員数・店舗数 

２０２０年３月期の経費合計は、前期より２億９１百万円減少して１１４億５２百万円となりました。 

9 
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金融再生法開示基準に基づく不良債権の合計は 、前期より１０億１５百万円減少して２８３億３百万円となり、 

不良債権比率は前期比０．２５ポイント低下して３．８６％となりました。 

4.92
4.36 4.11 4.11 3.86 

2.00
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10.00

2016年3月期 2017年3月期 2018年3月期 2019年3月期 2020年3月期

金融再生法開示基準に基づく不良債権の総与信額に占める割合
（％） 

（百万円） 

６.金融再生法開示債権の状況 

4,233  5,269  4,662  5,125  5,000  

27,460  23,570  23,067  22,742  22,015  
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0

20,000

40,000

60,000

2016年3月期 2017年3月期 2018年3月期 2019年3月期 2020年3月期 
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33,967 
30,530 29,153 29,318 28,303 
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自己資本比率 
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経営の健全性の重要な指標とされる自己資本比率は、前期より０．３５ポイント低下して９．２５％となりました。 

国内基準 

７.自己資本比率 
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中期経営計画「こうぎん新創造 第Ⅰ期：変革」 
中期経営計画 
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■ 中期経営計画の主要計数目標と実績 

主要計数目標 

コア業務純益 １，９５７百万円 １，５２１百万円 １，９４０百万円 ２，２３５百万円 ２，４２３百万円 

業務粗利益経費率 ７１．１９％ ７３．１６％ ７１．３７％ ７２．５３％ ７０．０３％ 

当期純利益 １５億円 ９億円 １５億円 １２億円 １６億円 

自己資本比率 ９．４％程度 ９．６０％ ９．３％程度 ９．２５％ ９．３％程度 

地域密着型金融の深化 

中小規模事業者等向け貸出残高 ３，９６８億円 ４，０４５億円 ３，９８５億円 ４，２５８億円 ４，００３億円 

経営改善支援等の取組比率 ４．８３％ ７．８６％ ４．９２％ ８．１７％ ５．００％ 

※ コア業務純益＝（業務純益＋一般貸倒引当金繰入額－国債等債券関係損益） 
※ 業務粗利益経費率＝（（経費－機械化関連費用）÷業務粗利益） 

2020年3月期 

目標 

2019年3月期 

実績 

2019年3月期 

目標 

中期経営計画 

2020年3月期 

実績 

2021年3月期 

目標 



      14                

地域活性化 

働きがいの
ある職場 

社会貢献 

当行は、全てのステークホルダー（お客さま・株主さま・地域社会・職員）に対し、より高い価値を提供し、地域社会の 
持続的な発展に貢献していくことを経営目標に掲げ、ＣＳＲ活動に積極的に取り組んでおります。  

ＣＳＲ活動への取り組み 
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ＣＳＲ活動・ＥＳＧへの取り組み 

当行は、地域社会の課題解決に貢献しつつ、自らの経済的価値も追求する「地域との共通価値の創造」を目指します。 

ＥＳＧ（環境・社会・ガバナンス）の観点から、様々な取り組みを通じて、全てのステークホルダー（お客さま・株主さま・地域
社会・職員）に対し、より高い価値を提供し、持続可能な地域社会の発展に貢献したいと考えております。 
  

地域と「こうぎん」の持続可能な成長の実現のために 
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中小企業支援体制を強化 ・・・ 「ビジネスサポートこうち」など、外部機関との連携支援 
 
高知県下の中小企業等の経営健全化に資する目的で、税制や法律面等の専門家などで構成し設立された「一般社団法人ビジネ

スサポートこうち」（以下、ＢＳＫ）が、2018年4月より活動を開始していますが、当行は、その設立趣旨に賛同し組成段階から深く関

与させていただいております。ＢＳＫと連携し、税制や法務の専門家にご協力をいただきながら、事業承継や相続対策支援、経営改

善支援など、地域の中小企業者の皆さまの課題解決に向けたサポートに努めております。 

このほか、お取引先の様々なニーズにお応えしていくために、外部機関との連携によるセミナーや相談会を開催しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 地域の活性化に向けた取り組み 
当行は、「高知県産業振興計画」における県内７地域における地域アクションプランの各事業に対し、本部と営業店が連
携し、積極的に関与しております。 
地域企業の皆さまの事業に対する理解をさらに深めて課題を共有し、様々なソリューションの提供に努めてまいります。  

中小企業事業者向けセミナーの開催実績（2019年度～） 

セミナー／相談会 共催／協力 開催時期 

中小企業事業者向けセミナー「会社の未来を考える」 ＢＳＫ、幡多信用金庫 2019年7月 

雇用・労働分野関係助成金セミナー 高知労働局 2019年7月 

相続税改正･民法改正セミナー ＢＳＫ、幡多信用金庫 2019年9月 

第１４回シーズ発表会 高知工業高等専門学校 2019年11月 

第14回シーズ発表会 
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各種商談会への出展支援 
 
地産外商支援への取り組みの一環として、高知県や高知県地産外商公社等との共催による各種商談会への出展支援などを通じて、

お取引先企業の新たな販路開拓等のサポートに取り組んでおります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地方創生「食の魅力」発見商談会2019 薩長土肥連携首都圏バイヤー商談会 

商談会の名称 出展支援状況等 開催時期 

地方創生「食の魅力」発見商談会2019（第9回） 第二地方銀行協会加盟行30行 2019年6月 

令和元年度 高知県産品商談会 
高知県、高知県地産外商公社、四国銀行、ＪＡバンク高知、 
農林中央金庫 

2019年6月、11月 

薩長土肥連携首都圏バイヤー商談会2020 
南日本銀行、東山口信用金庫、幡多信用金庫、佐賀共栄銀行、 
大和証券 

2020年1月 

第54回 スーパーマーケット・トレードショー2020 
高知県、高知県地産外商公社、四国銀行、ＪＡバンク高知、 
農林中央金庫 

2020年2月 
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こうぎん地域協働ファンドを活用した支援 
 

当行および当行の連結子会社であるオーシャンリース株式会社は、 「こうぎん地域協働ファンド」を共同で運営しており、創業や新規

事業展開、ベンチャー企業の育成支援等、地域経済の活性化や産業振興に資する事業者の皆さまの育成に向けた支援に取り組ん

でおります。本ファンドの出資受入金は6億円、存続期間は2026年3月31日までとしており、事業者の皆さまが持つ優れた技術や新

商品、サービス等を活かした 事業展開をサポートしてまいります。 

商工組合中央金庫との連携                 
 

当行は、地域中小企業の皆さまの販路や仕入れルート拡大などの支援態勢をより一層強化するため、2019年12月に商工組合中央

金庫と「ビジネスマッチング業務における連携・協力に関する覚書」を締結いたしました。 

全国にネットワークを保有している商工組合中央金庫との連携を図ることで、お取引先企業の皆さまに対しまして、より幅広いビジネ

スマッチングのサポートを行ってまいります。 

日本政策公庫との連携 

当行は、日本政策金融公庫（以下、日本公庫）と連携・協力し、地域中小企業の皆さまのより幅広いニーズにお応えしていくため、協

調融資や情報提供などの連携事業の強化に取り組んでおります。 

○こうぎん地域活性化応援連携融資 

地域の商標や地域産業資源を活用した事業ならびに「高知県産業振興計画」の地域アクションプラン認定事業等を対象とした当行

融資「こうぎん地域ブランド応援融資」と、日本公庫の制度融資をパッケージ化し、2019年3月から「こうぎん地域活性化応援連携融

資」の取り扱いを開始いたしました。 

○こうぎん農林水産応援連携融資 

2019年7月には、日本公庫との連携融資第2弾として、当行の商品と日本公庫の制度融資をパッケージ化した「こうぎん農林水産応

援連携融資」の取り扱いを開始いたしました。 
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クラウドファンディング事業の活用 
 

当行の連結子会社であるオーシャンリース株式会社は、「ＦＡＡＶＯ高知」を開設してクラウドファンディング事業に取り組んでおります。

当行は、オーシャンリース株式会社と連携してクラウドファンディング事業を活用した新たな資金調達手法をご提供するなど、起業家

のサポートや育成にも取り組んでおります。 

「こうぎん農林水産応援投融資」 
 

当行は、地域の一次産業の持続的な成長と中長期的な価値の向上に資する 

ため、2019年4月に「農林水産支援室」を設置し、一次産業の特性に応じたサ 

ポートの充実に努めております。同年6月には「こうぎん農林水産応援投融資」 

を発売いたしました。 

当行は、事業性評価を重視した融資やコンサルティング機能を発揮して、一次 

産業の活性化や育成に取り組んでまいります。 

 

 

 

「こうぎん・ビビッド・ファンド」 

地域の成長分野に取り組むお客さまに対する融資ファンドとして、2010年に「こうぎん・ビビッド・ファンド」を総額100億円で創設して以

降逐次増額しており、2017年にはファンド総額を1,500億円とし、同ファンドの活用を通じた取り組みを推進しております。 
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産学連携による地域貢献活動 《シーズ発表会》 
 
高知工業高等専門学校が保有している研究技術（シーズ）を県内事業者に紹介 

し、共同研究や事業化への発展につなげていくことを目的とした「シーズ発表会」 

を、2006年より毎年開催しております。 

商品化に向け企業との共同開発が進展している案件もあるなど、情報交換や 

技術相談の場として高い評価をいてだいております。 

 

産学連携による地域教育活動 《こども金融・科学教室》 《こどもサッカー教室》 
 
地域のこどもたちを対象に、高知工業高等専門学校との共催による「こども金融・科学教室」や高知大学との共催による「こど

もサッカー教室」などのイベントを毎年開催しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 こども金融・科学教室 こどもサッカー教室 

■ 地域社会への貢献に向けた取り組み 

当行は、地域の振興と発展に向けた様々な活動を通じて、地域社会に貢献してまいります。  

第14回 シーズ発表会 



21 

医療機関に感染対策用品を寄贈 
 
当行は、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う医療用
品不足に役立てていただくため、備蓄していた防護服や
マスクなどの感染対策用セット（合計140セット）を、2020

年4月に高知県内の感染症指定医療機関へ寄贈いたし
ました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

金融リテラシー向上への取り組み 
 

金融リテラシーとは、金融に関する知識や情報を正しく理解
し、主体的に判断することができる能力であり、社会人として
経済的に自立し、より良い暮らしを送っていくうえで欠かせな
い生活スキルです。当行は、お客さま向け金融セミナー等を
積極的に開催するなど、サポートの強化に努めております。 

 

 

 

 

 

 

地域社会の一員として、さまざまな活動を実施 

 

○新入行員ら27名が「お遍路ウォーキング」を体験（2019.5） 

○高知県カツオ県民会議の活動を支援（2019.7）※ 

○産学連携支援に係る令和元年度助成事業を決定（2019.8）※ 

○赤十字サポーターとして役職員が献血に協力（2019.10） 

○はりまや橋周辺を役職員91名が年末の大清掃（2019.12） 

○「高知龍馬マラソン2020」をサポート、給水所で役職員38名が  

  ボランティア（2020.2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  2019年3月期 2020年3月期 

 お客さま向けセミナーの開催数※1 112回 134回 

 行員向けセミナー受講者数※2 5,797名 6,018名 

 
※1 お客さま向け「投資信託セミナー」「生命保険セミナー」「年金相談会」  
       「税務相談会」の開催数合計です。 

※2 本部集合研修と自主参加型セミナーの受講者数（延べ）合計です。 
 
 

※は、「一般財団法人 高銀地域経済振興財団」の活動です。 
道中の清掃も実施したお遍路ウォーキング 

贈呈式 （高知医療センター） 

高知龍馬マラソン 第13給水所 
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女性活躍推進に優れた企業として「なでしこ銘柄」に選定   ～ 四国の金融機関、全国の第二地方銀行初 
 

当行は、女性の活躍推進に優れた上場企業として、2020年3月に、経済産業省と東京証券取引所が共同で実施する令和元年度「な

でしこ銘柄」に選定されました。「なでしこ銘柄」は、2012年度に創設された制度で、女性活躍推進に優れた企業を「中長期の成長力」

のある銘柄として投資家に紹介しており、当行は、2019年に初めて「準なでしこ」銘柄に選定され、本年度は「なでしこ銘柄」へとス

テップアップし、2年連続しての選定となりました。 

当行は、結婚や育児で退職した職員が復帰できる制度や、育児休業者の円滑な職場復帰 

を支援しているほか、女性職員等の活躍推進や働きやすい職場づくりに取り組んでおります。 

これからも、女性職員が仕事と子育てを両立しながらその能力を最大限に発揮できるよう、 

職場環境の整備を進めてまいります。 

■ 「働きがいのある職場」づくりへの取り組み 

健康経営優良法人２０２０ ホワイト５００に認定 
 

当行は、経済産業省および日本健康会議が実施する「健康経営優良法人認定制度」において、 

2020年3月に「健康経営優良法人（大規模法人部門）ホワイト500」に2年連続で認定されました。 

本認定制度は、従業員等の健康管理を経営的な視点で考え、戦略的に取り組んでいる法人を 

認定する制度で、今回より、同認定法人のなかで、経済産業省が実施する健康経営度調査結果 

の上位500社のみが、通称「ホワイト500」として認定されています。 

当行では、2018年に「健康経営宣言」を制定し、職員とその家族の心と身体の健康保持・増進を 

図るための取組みを行うなど、組織全体での取組みを強化しております。これからも、地域金融 

機関として、健康で活力ある地域づくりをサポートしてまいります。 
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「スポーツエールカンパニー」に認定 
      ～ 四国の金融機関で初めて ～ 

 

当行は、2019年12月23日にスポーツ庁から「令和元

年度スポーツエールカンパニー」に認定されました。 

スポーツ庁では、従業員の健康増進のためにスポーツ

の実施に向けた積極的な取組みを行っている企業を

「スポーツエールカンパニー」に認定しています。 

今後も、「健康経営」を推進していくとともに、健康で 

活力ある地域づくりをサポートしてまいります。 

当行は、高知県内企業で初めて「プラチナくるみん」や「えるぼし」などの認定を受けております。 
これからも、職員がその能力を最大限に発揮して、いきいきと働ける環境づくりに努めてまいります。  

くるみんマークは、「子育てサポート企業」
として、厚生労働大臣の認定（くるみん認
定）を受けた証です。 
 

くるみん認定企業のうち、より高度な水準
の取り組みを行った企業のなかからプラ
チナくるみんが認定されています。 

えるぼしは、女性の活躍に関する取組
の実施状況が優良な企業について、厚
生労働大臣が認定しているマークです。 
 

当行は、認定基準の５項目全てを満た
していたことから、「えるぼし」の３段階
目（最高位）で認定を受けています。 

認定日：2017年6月22日 

認定日：2017年9月29日 
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TOPICS 

創業90周年記念事業を実施 
 

当行は、2020年1月20日に創業90周年を迎えました。 

2019年度の1年間にわたり、お客さまや地域の皆さまに感謝の気持ちを込めて、各種キャンペーンや記念事業を実施いたしました。 

 

○こうぎん地域まるごとフェスタ 

2019年12月14日と15日の2日間にかけて高知市の中央公園で「こうぎ 

ん地域まるごとフェスタ」を開催いたしました。地域の事業者の皆さま 

がご当地グルメを販売し、当行行員もサポートしたほか、各種イベント 

も開催し、1万9千人の方にご来場いただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

○株主優待 

当行株式を100株以上、継続して6カ月以上保有されている株主さまに、保有株式数（2020年3月31日時点）に応じて、クオカードや 

高知県特産品カタログを贈呈いたしました。 

※2019年9月30日および2020年3月31日時点の株主名簿に同一株主番号で 

連続して記載または記録され、100株以上を保有されている株主さまを対象 

としております。該当の株主さまには、2020年4月下旬にご連絡いたしました。 

 

○記念講演会 
講師に辛坊治郎氏をお招きし、2020年2月9日に高知
市文化プラザかるぽーとで「記念講演会」を開催し、約
800人の方にご来場いただきました。 
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店舗の移転 
 

○「吉良川店」を移転～ブランチ・イン・ブランチ方式～ 

当行は、2020年8月24日に、吉良川支店を室戸支店内へブランチ・イ

ン・ブランチ方式で移転いたします。 

当行は、店舗集約等による効率化によって生み出される経営資源を有

効に活用し、お客さまへの一層のサービス向上に努めてまいります。 

○「南支店」を移転～「タリーズコーヒー」とのコラボ店舗 

南支店は、店舗の老朽化とＢＣＰ対策の一環として、現店舗より約200m

南側の電車通り沿いに新築移転いたします。移転予定日は2021年1月

中旬です。新店舗の1階スペースには「タリーズコーヒー」が入居予定

で、地域の皆さまの憩いの場として提供することが可能となります。 

「昼時間休業」の店舗を拡大 
 
営業店の窓口営業時間について、2019年6月から吉良川・豊永・宇佐・池川・佐賀支店の5店舗において、11：30から12：30までの時間

帯を窓口休業としておりましたが、本年6月22日から昼時間休業を23店舗追加いたしました。 

小型店舗では、昼時間の窓口営業が手薄となりがちでしたが、昼時間休業を導入することで、営業時間中は全員体制でのお客さま対

応が可能となり、サービスの向上を図ることが可能となります。 

【昼時間休業を拡大した店舗】 

 ○高知県内の店舗 

    東久万・葛島・福井・梅田橋・春野・針木・室戸・中芸・赤岡・山田・十市・嶺北・佐川・越知・梼原・窪川・大正・清水 

 ○高知県外の店舗 

    阿南・池田・城辺・宇和島・八幡浜 

ＡＴＭの営業時間を一部拡大 
 

2019年11月25日から、高知県内16カ所の店内外ＡＴＭ営

業時間を平日・土曜・日曜・祝日とも8時～21時に拡大い

たしました。 

銀行の敷地内を全面禁煙 
 

当行では、営業室やロビー等での禁煙を実施しておりま

したが、2019年10月1日から屋外スペースも含め、全ての

灰皿を撤去して終日全面禁煙といたしました。 

来店されるお客さまの健康にも配慮し、受動喫煙による

健康被害の防止を図ることを目的としております。 
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お問い合せ先 

株式会社高知銀行 経営統括部 

ＴＥＬ：088-822-9311 ＦＡＸ：088-871-7121 

ＵＲＬ：http://www.kochi-bank.co.jp/ 

Ｅ－ｍａｉｌ：kouhou@kochi-bank.co.jp 


